
４「エアロゾル感染」対策

４－１ 換気

ウイルスを含む飛沫は、1メートル以内の接近した環境におい

て感染します。ソーシャルディスタンスは飛沫感染予防対策の一

つです。

さらに、エアロゾル（マイクロ飛沫）は1メートルを超えて空

気中にとどまりうるとされています。そのため、長時間滞在しが

ちな、換気の不十分な、混雑した室内では、感染が拡大するリス

クがあります。

そこで、「密閉空間、密集場所、密接場面を避けること」、

「換気」をすることがエアロゾル（マイクロ飛沫）感染予防策と

して大事です。

参照：新型コロナウイルス感染症についてのQ＆A（一般の方向け）
１. 問６「換気について、

一般家庭ではどのような工夫をすればよいでしょうか。」

引用：イラストでみる介護施設の新型コロナウイルス対策
日本赤十字豊田看護大学 下間正隆 ２０２０年３月

図１

なぜ？
「換気」が必要なのか

３つ目の感染の原因
マイクロ飛沫
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１） 換気のコツ

まずは施設の換気設備を確認してみましょう。常温換気設備や換気扇は常時運転

し、最小限の換気量を確保しつつ、窓開けによる換気を追加しましょう。窓開けの

際は、対角線上にあるドアや窓を2か所開放すると効果的です。窓が1つしかない場

合は、部屋のドアを開けて、扇風機などを窓の外に向けて設置しましょう。

また、エアコン使用時も換気は必要です。寒暖の感じ方は個人差が大きいので急

激な温度変化がないよう、衣服の調節や室温の変化が少ない「2段階換気」の方法な

ど工夫してみましょう。衣服の調節やひざ掛けなど、保護者にも協力してもらいま

しょう。

図２

参考イラスト：人がいない部屋の窓を開け、廊下を経由して、少し暖まった状態の新鮮な
空気を人のいる部屋に取り入れる換気方法（２段階換気）の例

図３
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【エアコンを使用してる場合】

参照：新型コロナウイルス感染症についてのQ＆A（一般の方向け）
１. 問６「換気について、

一般家庭ではどのような工夫をすればよいでしょうか。」

４－２ 「３密」を防ぐ

１） 職場環境の確認

休憩室や事務室等はこまめに窓を開けて換気を行うか、窓が開ない場合はサーキュ

レーターなどを設置して換気を図りましょう。狭い場所に複数の職員が滞在する「３

密」空間を作らない工夫が大切です。会議はウエブ会議とするなど、大勢が物理的に

集まる機会はなるべく減らします。また、物品を介した接触感染を防ぐために、共用

のキーボードやタブレットはこまめに消毒します。

（引用：医療機関における新型コロナウイルス感染症への対応ガイド第3版日本環境感染学会より）

喫食時は唾液などが飛びやすいうえ、休憩時間に入った時など、居場所が切り替わ

ると気の緩みや環境の変化により感染リスクが高まると指摘されているため、注意が

必要です。

集まら
ないよう
WEB会議
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 休憩室で飲食する場合は、職員同士向かい合わない。

 飲食中の会話は控える。

 休憩の時間をずらして、一度に多くの職員が密集しないようにする。

 休憩中であっても、飲食以外はマスクを着用する。

引用：新型コロナウイルス感染症対策分科会「感染リスクが高まる５つの場面」より

図４

引用：イラストでみる介護施設の新型コロナウイルス対策 日本赤十字豊田看護大学
下間正隆 ２０２０年３月

２） レクリエーション活動の工夫

レクリエーションやリハビリテーションは、利用者の日々の活動やADL維持等の

ため重要です。一方、感染拡大防止のため、「3つの密」

① 換気が悪い密閉空間

② 多数が集まる密集場所

③ 間近で会話や発声をする密接場所

を避ける必要があります。すでに様々な工夫をしていただいていると思います。引

き続き、サービスの提供を維持するため、以下の見直しをお願いします。できてい

る場合は、自信をもって継続してください。できていないところがあれば、職場全

体で話し合う機会です。各事業所、施設でのガイドラインを周辺地域の流行状況に

応じて、明確化しておくと安心です。
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 可能な限り同じ時間、同じ場所での実施人数を減らします

 定期的に換気を行います

 互いに手を伸ばしたら手が届く範囲以上の距離を保ちます

 対面式はできる限り避け、万が一、対面式の場合には１ｍ以上の距離
を保ちます

 声を出す機会を少なくする内容を検討します

 声を出す機会が多い場合には咳エチケットに準じてマスクの着用を
徹底します

 環境の清掃、共有物の消毒を徹底します

図５

引用：本学の学生に必要な新型コロナウイルス感染症対策 日本赤十字豊田看護大学
2020年4月
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